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１．はじめに

　アスファルトフェ－シング工法によりフィルダムなどの遮水を行う場合，アスファルト混合物の最上層に

表面保護工としてアスファルトマスチック(以下マスチックと称す)が施工される場合が多い。マスチックは

施工性のほか，遮水性を有する密粒度アスファルト混合物を紫外線から保護する機能（耐候性），施工直後・

供用時の斜面安定性，付着性，変形追従性など多くの機能が要求され，種々の材料を組合せた配合によって

所要の品質を得るようにしている。本報告は，マスチックの材料・配合設計をより定量的に行うことを目標

に，施工直後・供用時の斜面安定性を評価するために実施した変形特性試験の結果について報告するもので

ある。

２．実験方法

　供用時（60℃）の斜面安定性試験としてはスロープフロー試験が一般に利用されているが 1），試験精度

の向上を目指して，今回，写真－1，図－1 に示す円筒状の供試体を用いた変形特性試験を考案、採用した。

供試体は 2 重の円筒型枠の隙間（t＝10mm，h＝100mm）

に，190℃で 30 分間練り混ぜたマスチックを流し込み，常

温で硬化させて作製した。表－1 に実験要因と水準の組合せ

（配合）を示す。なお，軟化点調整剤は外割りとして添加し

た。

供試体は変形試験の開始 5 時間前に 60℃の雰囲気下に移

し，60℃の養生槽内で測定開始直前に底型枠を撤去して，

内型枠の自重で内型枠が下方に沈下することによって生じる

マスチックの変形特性を，変位計を用いて経時的に測定した。

また，施工直後の斜面安定性を評価する指標として，練混

ぜ直後の回転粘度（190℃）を測定した。
写真－1　変形特性試験（60℃，試験

　　が終了し，内型枠が抜けた状況）
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表－1　実験要因と水準の組合せ

No. アスファルト 石粉 ガラス繊維 軟化点調整剤

1 35 64 1
2 60 0
3 59.5 0.5
4
5 As×1.4％
6 0
7 58.5 1.5
8 45 54 1

・アスファルト　：　Ｓｔ.80/100，密度1.03ｇ/cm3

・石粉　：　炭酸カルシウム，密度2.70ｇ/cm3

・ガラス繊維　：　密度2.57ｇ/cm
3
，直径9μm，長さ3mm

・軟化点調整剤　：　ワックス，密度0.97ｇ/cm3

As×2.8％

40
59 1

As×2.8％

変位計 アスファルトマスチック

内型枠重量（1.9kg）

　　図－1　変形特性試験



３．実験結果および考察

　図－2 に変形特性試験（60℃）におけるマスチックの

時間－変位曲線を示す。変形のしやすさを表す指標とし

て，ここでは原点と変位40mmの点を結ぶ直線の傾き(平

均変形速度)を用いることとした。同指標はマスチック

の変形が生じやすいほど，平均変形速度が大きくなる傾

向にある。なお，温度－変位曲線は全てのケースで相似

形となっている。

　図－3，4，5 にアスファルト量，繊維量，軟化点調整

剤量と 190℃粘度，60℃平均変形速度との関係を示す。

なお，全図の縦軸のスケールは一致させている。

（1）アスファルト量

　図－3 から，アスファルト量の増加に伴って，換言す

ると石粉量の低下に伴って，190℃粘度は低下し，60℃

平均変形速度もわずかに大きくなり，変形しやすくなる

ことが分かる。

（2）繊維の影響

　図－4 から，繊維量の増加に伴って 190℃粘度は極端

に増加し，施工直後の斜面安定性に大きく影響すること

が分かる。一方，60℃平均変形速度にはほとんど影響

していないことが分かり，他の要因が平均速度に与える

影響の方が顕著であることが分かる。

（3）軟化点調整剤の影響

　図－5 から，軟化点調整剤の添加量の増加に伴って

190℃粘度の低下が見られ，また 60℃平均変形速度も

小さくなることが分かる。軟化点調整剤は高温時に液状

になって変形を容易にし，温度が低くなるとアスファル

トを固くする性質があるため，60℃平均変形速度が小

さくなったものと推察され，供用時の斜面安定性に影響

度が大きい材料であることが分かる。

４．まとめ

　斜面部に施工するアスファルトマスチックの配合設計

を行う際，施工直後・供用時の斜面安定性を考慮する必

要があるが，本実験を通して，温度が変形特性に及ぼす

影響は使用する材料によって異なることが分かった。ま

た，円筒管を用いた変形特性試験は供用時の斜面安定性

を評価する試験として適用可能であると思われた。

　本研究は菅原照雄北海道大学名誉教授の指導を得て実

施したもので，ここに深く感謝致します。
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図－2　時間－変位曲線

図－3　アスファルト量の影響

図－4　繊維量の影響

図－5　軟化点調整剤の影響
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